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認知症支援拠点モデル事業の取組状況 

グループホームかたらい（認知症対応型共同生活介護） 

世田谷区・（ＮＰＯ）語らいの家 

 

 あんしん生活マップ 

（事業内容） 

事業者が主体となり、認知症サポーター養成講座で募った８名のボランティアの協力を得て、地

域の認知症サポーター、認知症の人が安心して買い物が出来る店舗、認知症をサポートできる医療

機関等の所在地を掲載したマップを作成し、認知症の人や家族に配布 

（１９年度末実績） 

・事業者が１０月に商店街の振興組合の理事会に出席、マップ作りを提案（賛同得られず） 

・商店街の提案により高齢者、障害者の商店街利用時の需要につき調査を実施 

（２０年度実施状況） 

・事業者がアンケートの集計結果をまとめ５月に理事会に出席して報告、提案。商店街はバリアフ

リー施設の増設等費用を要するものに即対応することは難しいとの回答、居酒屋等所有施設 

（ex.ベンチなど）の営業時間外の活用について検討（実施施設あり） 

・協力を得られた店舗に事業者が「しんせつシール」（事業者独自で作成）を配布、マップに店舗

を掲載する予定 

・事業者も商店街を積極的に利用（グループホームの食材等）し、信頼関係の構築を図っている。 

（課題） 

・商店街の人たちのサポーター養成講座の受講を促進すること（事業者が実施） 

  
 

 

 

 

 会食会（多楽福会） 

（事業内容） 

事業者が毎月１回グループホームに地域の方を招き会食会を開催、認知症の勉強会やグループ

ホームについての説明会、区の保健師や地域包括支援センター職員も招いた相談事業を併せて実施  

 

グループホームなごみ方南（認知症対応型共同生活介護） 

杉並区・（株）大起エンゼルヘルプ 

＜ケア２４（地域包括支援センター）方南併設＞ 

 

（１９年度末実績） 

・計６回開催（延べ計２８７名参加（地域住民９７名、入居者９９名、職員６３名、その他２８名））  

・食事づくりがメインになってしまった 

・認知症に関する講義ができなかった 

（２０年度実施状況） 

・２０年度も月１回継続して実施予定 

・食事づくりはボランティア（サポーター）を募って対応し、職員は一般参加者と入居者との橋

渡し役に専念 

・ボランティアに対する研修会を実施（栄養士…食事づくりを指導、保健師…認知症について講 

 義） 

 

 

 

 

 

 

 認知症支援ボランティア講座  

（事業内容） 

地域で生活している認知症高齢者を理解し、支援の出来るボランティアの担い手を養成するこ

とを目的とする講座を開催 

（１９年度末実績） 

・２回開催（市や社協の広報等により参加者を募集、合計３４名参加） 

・参加者の半数は在宅介護を行っている家族、約 4分の 1が在宅介護関係の事業者 

・実習先はキートスホームの特養施設とデイ・サービス施設に設定  

（２０年度実施状況） 
・今年度は２回実施予定 

（課題） 

・ボランティア希望者の参加が少なく、介護当事者の参加者の割合が高い（具体的活動に結びつ

かず）  
 

参考資料 ２ 

至誠キートスホーム（介護老人福祉施設） 

立川市・（社福）至誠学舎立川 

<北部中さいわい地域包括支援センター併設> 
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地域ケアサポート福わ家（小規模多機能型居宅介護） 

＜青梅市、（有）心のひろば＞ 

 

・ 特養施設の実習では、実習生とボランティアの交流の場がうまく設定できなかった場面があっ 

た（→今年度の実習は認知症対応型デイ施設のみで実施） 

 

 

 

 

 

 認知症緊急時対応サービス  

（事業内容） 

事業者が２４時間対応の認知症相談窓口（相談対応職員１名）を設置し、依頼があれば訪問サー 

ビスを提供 

（１９年度末実績） 

・１９年１０月から専用電話を設置（対象エリアは市内） 

・市の広報や自治会、地域包括等を通じて事業内容を周知 

・相談件数…２７件（全て日中） 訪問件数…４件 

（２０年度実施状況） 

・前年と同じ内容で継続（５月末実績…相談件数５件（全て日中） 訪問件数２件） 

（課題） 

・相談相手を担当している介護支援専門員や地域包括支援センターとの役割分担の明確化 

 

 
 
 
 
 認知症高齢者の実験的就労デイ  

（事業内容） 

事業者が認知症高齢者に対応可能な作業を用意して仕事に従事する役割を提供 

 

（19 年度末実績） 

・１６回実施（参加者は男性２名） 

（プログラム…洗車、清掃、日曜大工 報酬…食事、嗜好品） 

（20 年度実施状況） 

・ひのケアマネ協議会を通じて募集 

・利用者は６名に増加（参加者は男性４名、女性２名） 

（プログラム…洗車、清掃、日曜大工、ぞうきん作り 報酬…食事、嗜好品） 

（課題） 

・安定的な仕事の受注 

・８名程度が適正規模と考えている 

・平成２１年度以降事業継続のための費用（主に人件費）の調達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループホームきずな（認知症対応型共同生活介護） 

 ＜日野市、（社福）創隣会、在宅介護支援センターあいりん併設＞ 

 


